
(57)【要約】

【課題】内視鏡洗浄消毒装置において、消毒工程後のす

すぎ洗いで使用する、水道水等による再汚染の防止を図

る内視鏡洗浄消毒装置を提供する。

【解決手段】すすぎ洗いで使用する水道水の流路に濾過

手段を設けて、減菌化を計ると共に給水接続口と消毒液

送液の接続口との間を任意に選定出来る切り換え手段を

設け、適時給水管路内に消毒液を供給して細菌による汚

染の防止を計るようにしている。

【選択図】図1
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 面 パ ネ ル 上 に 消 毒 液 を 貯 え る 手 段 と 、 貯 え た 消 毒 液 を 送 液 す る 手 段 と 、 こ の 送 液 管 路
の 末 端 に 設 け た 接 続 口 と 給 水 接 続 口 と の 間 の 接 続 を 任 意 に 選 定 出 来 る 切 り 換 え 手 段 と 、 上
記 給 水 接 続 口 の 下 流 に 付 設 し た 濾 過 手 段 と か ら 成 り 、 前 記 切 り 換 え 手 段 の 接 続 先 を 前 記 給
水 接 続 口 か ら 、 前 記 消 毒 液 送 液 の 接 続 口 側 へ 切 り 換 え て 、 給 水 管 路 に 消 毒 液 が 所 定 時 間 循
環 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 、 患 者 さ ん の 内 臓 諸 器 管 の 生 検 に 供 す る 医 療 機 器 用 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 殊 に
、 給 水 管 路 の 消 毒 手 段 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 の 多 く は 、 次 の よ う な Ａ ～ Ｅ の 工 程 を 踏 ま え て 行 わ れ て い る 。
Ａ 　 洗 剤 を 使 っ た 洗 浄 工 程
Ｂ 　 水 に よ る す す ぎ 工 程
Ｃ 　 消 毒 液 を 使 っ た 消 毒 工 程
Ｄ 　 水 に よ る す す ぎ 工 程
Ｅ 　 送 気 等 に よ る 乾 燥 工 程
上 記 Ｂ ， Ｄ 工 程 の 水 に よ る す す ぎ 工 程 で 使 わ れ て い る 水 は 、 経 済 性 ， 利 便 性 の 面 か ら 一 般
水 道 水 が 使 用 さ れ て い る が 、 稀 に 自 家 揚 水 設 備 に よ っ て 汲 み 上 げ ら れ る 地 下 水 を 使 っ て い
る ケ ー ス も あ る 。 と こ ろ が こ う し た 水 は 、 い ず れ も 飲 用 に 適 し た も の で あ っ て も 、 無 菌 状
態 で は あ り え な い 。 従 っ て 、 上 記 Ｃ の 工 程 で 折 角 消 毒 を 行 っ て も 、 次 の す す ぎ 工 程 で 再 汚
染 さ れ て し ま う こ と が 心 配 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ う し た 不 具 合 を 解 決 せ ん と し て 、 本 出 願 人 は 先 に 特 願 ２ ０ ０ ３ － ０ ２ ６ ５ ５ ０ 号 を 出
願 し た 。 こ れ は 、 上 述 し た 消 毒 工 程 後 の す す ぎ 工 程 で 使 わ れ る 水 道 水 中 に 直 接 中 性 電 解 水
を 適 量 添 加 し て 、 水 道 水 の 滅 菌 化 を 計 る こ と で 内 視 鏡 の 外 表 面 と 内 部 管 路 の み な ら ず 、 本
体 装 置 の 給 水 管 路 内 の 再 汚 染 を 防 止 せ ん と し た も の で あ る 。 し か し 、 内 視 鏡 の 内 ・ 外 面 は
、 後 述 の 如 く Ｅ の 送 気 に よ る 乾 燥 工 程 で 残 留 水 分 が 飛 ば さ れ て 、 無 水 状 態 と な る た め 雑 菌
の 増 殖 に よ る 再 汚 染 は 殆 ど 心 配 す る に 及 ば な い 。 従 っ て 、 水 に よ る 再 汚 染 対 策 は 、 実 質 的
に 消 毒 液 も 乾 燥 エ ア も 供 給 さ れ る こ と の な い 本 体 装 置 に 組 み 込 ま れ た 給 水 系 管 路 の 再 汚 染
を 防 止 す れ ば 良 い 事 に な る 。 又 、 先 願 は 、 中 性 電 解 水 の 生 成 装 置 等 比 較 的 コ ス ト の 嵩 む 部
品 を 多 々 必 要 と す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ ０ ３ － ０ ２ ６ ５ ５ ０ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 観 点 か ら 経 済 的 に 至 極 有 利 な 手 段 に よ っ て 、 本 体 装 置 の 給 水 管 路 に
お け る 再 汚 染 の 不 具 合 を 有 効 か つ 適 切 に 解 消 せ ん と し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 は 、 上 面 パ ネ ル 上 に 消 毒 液 を 貯 え る 手 段 と
、 貯 え た 消 毒 液 を 送 液 す る 手 段 と 、 こ の 送 液 管 路 の 末 端 に 設 け た 接 続 口 と 給 水 接 続 口 と の
間 の 接 続 を 任 意 に 選 定 出 来 る 切 り 換 え 手 段 と 、 上 記 給 水 接 続 口 の 下 流 に 付 設 し た 濾 過 手 段
と か ら な り 、 前 記 切 り 換 え 手 段 の 接 続 先 を 、 前 記 給 水 接 続 口 か ら 前 記 消 毒 液 送 液 の 接 続 口
側 へ 切 り 換 え て 、 給 水 管 路 に 消 毒 液 が 所 定 時 間 循 環 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 上 記 請 求 項 1記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 に よ る と 、 在 来 装 置 に 対 し 一 般 市 販 品 の 安 価 な
ワ ン タ ッ チ 式 カ プ ラ を 使 っ た 切 り 換 え 手 段 と 、 同 じ く 市 販 の 水 フ ィ ル タ ー を 使 っ た 濾 過 手
段 を 新 た に 追 設 す る だ け で 、 す す ぎ 工 程 で 使 用 す る 水 道 水 中 の 細 菌 減 少 化 に 加 え 、 給 水 管
路 の 滅 菌 化 が 期 待 出 来 る た め 、 コ ス ト 的 に 有 利 で あ る ば か り で な く 、 後 取 り 付 け も 簡 単 に
行 え る メ リ ッ ト を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 付 図 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ に お い て 、 太 実 線 示 の 符 号 1は 、
Ｆ Ｒ Ｐ 等 の 成 形 品 か ら 成 る 槽 本 体 の 上 面 パ ネ ル で 、 こ の パ ネ ル 上 に 生 検 用 に 供 し た 内 視 鏡
（ 図 示 せ ず ） が 適 宜 装 嗔 さ れ る 。 又 、 こ の パ ネ ル １ に は 、 送 気 ・ 送 水 カ プ ラ ２ ， 吸 引 カ プ
ラ ３ ， 鉗 子 カ プ ラ ４ ， 給 水 ノ ズ ル ５ ， 消 毒 液 蛇 口 ６ お よ び 噴 射 ノ ズ ル ７ 等 が 装 着 さ れ る と
共 に 排 水 口 ８ ， オ ー バ ー フ ロ ー 口 ９ 等 が 付 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 カ プ ラ ２ ， ３ ， ４
と 図 示 し な い 内 視 鏡 の 送 気 ・ 送 水 口 ， 吸 引 口 お よ び 鉗 子 口 と の 間 を 、 軟 性 樹 脂 チ ュ ー ブ 等
を 用 い て 接 続 す る こ と で 、 前 述 し た Ａ ～ Ｅ の 工 程 が 次 の よ う に 実 行 さ れ る 。
 
【 ０ ０ ０ ８ 】
Ａ 　 洗 剤 を 使 っ た 洗 浄 工 程
　 こ の 工 程 で は 、 洗 剤 タ ン ク 1４ 内 の 液 状 洗 剤 を ポ ン プ Ｐ ３ に よ り 、 電 磁 弁 Ｓ １ 、 マ ニ ホ
ー ル ド １ ０ ， １ １ お よ び 電 磁 弁 Ｓ ２ ， Ｓ ３ ， Ｓ ４ を 経 て 、 送 気 ・ 送 水 、 吸 引 、 鉗 子 の 各 カ
プ ラ ２ ， ３ ， ４ へ 供 給 す る 経 路 と 、 電 磁 弁 Ｓ ５ を 通 っ て 噴 射 ノ ズ ル ７ へ 供 給 す る 経 路 と が
形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 内 視 鏡 の 内 部 管 路 と 同 時 に 内 視 鏡 の 外 表 面 も 洗 浄 さ れ る 。 こ の 際 、
洗 剤 の 水 位 が 所 定 量 を 超 す と 、 オ ー バ ー フ ロ ー 口 ９ か ら 外 部 排 水 口 １ ５ へ 自 動 的 に 排 出 さ
れ る 。 そ し て 所 定 時 間 経 過 後 ポ ン プ Ｐ ３ を 停 止 し 、 貯 留 し た 洗 剤 を ポ ン プ Ｐ ２ に よ り 、 モ
ー タ バ ル ブ Ｖ １ ， Ｖ ２ お よ び Ｖ ３ を 通 し て 外 部 へ 強 制 排 水 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
Ｂ 　 水 に よ る す す ぎ 工 程
こ の 工 程 は 、 給 水 口 １ ２ よ り 供 給 さ れ る 水 を 従 来 使 わ れ て い な か っ た メ ッ シ ュ ２ μ 程 度 の
フ ィ ル タ ー を 内 蔵 し た 濾 過 手 段 １ ３ を 通 し た 後 、 電 磁 弁 Ｓ ６ を 経 て 給 水 ノ ズ ル ５ へ 供 給 す
る 経 路 と 、 電 磁 弁 Ｓ ８ を 通 り マ ニ ホ ー ル ド １ ０ ， １ １ お よ び 電 磁 弁 Ｓ ２ ， Ｓ ３ ， Ｓ ４ を 経
て 、 各 カ プ ラ ２ ， ３ ， ４ へ 送 給 す る 経 路 な ら び に 電 磁 弁 Ｓ ５ を 通 り 、 噴 射 ノ ズ ル ７ へ 供 給
す る 経 路 と が 形 成 さ れ 、 内 視 鏡 の 内 部 管 路 お よ び 外 表 面 と 同 時 に 本 体 装 置 の 配 管 系 統 も 洗
剤 落 と し の た め 、 濾 過 さ れ た ク リ ー ン な 水 に よ り 水 洗 い が 実 施 さ れ る 。 尚 、 本 工 程 の 排 水
は 、 上 記 Ａ の 工 程 と 同 様 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
Ｃ 　 消 毒 工 程
こ の 工 程 は 、 消 毒 液 タ ン ク １ ６ 内 の 消 毒 液 を ポ ン プ Ｐ １ に よ り 、 消 毒 液 蛇 口 ６ へ 供 給 す る
経 路 と 、 電 磁 弁 Ｓ ７ ， マ ニ ホ ー ル ド １ ０ ， １ １ お よ び 電 磁 弁 Ｓ ２ ， Ｓ ３ ， Ｓ ４ を 経 て 、 各
カ プ ラ ２ ， ３ ， ４ へ 供 給 す る 経 路 と が 形 成 さ れ る た め 、 内 視 鏡 の 内 ・ 外 面 の 消 毒 が 行 わ れ
る 。 そ し て 、 所 定 時 間 が 経 過 し て 消 毒 液 の 供 給 量 が 所 定 レ ベ ル に 達 す る と 、 ポ ン プ Ｐ ２ が
稼 動 す る 。 こ の ポ ン プ Ｐ ２ の 駆 動 に よ っ て 上 面 パ ネ ル １ 上 に 溜 ま っ た 消 毒 液 を 排 水 口 ８ ，
モ ー タ バ ル ブ Ｖ １ ， Ｖ ２ を 介 し て 、 消 毒 液 タ ン ク １ ６ へ 還 流 さ せ る の で 、 消 毒 液 の 循 環 路
が 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の 工 程 で は 消 毒 液 に よ っ て 、 内 視 鏡 の 内 ・ 外 面 と 本 体 装 置 の 管
路 内 も 消 毒 滅 菌 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
Ｄ 　 消 毒 後 の す す ぎ 工 程
通 常 時 の 本 工 程 は 、 消 毒 液 の 洗 い 落 と し を 行 う 工 程 で 、 上 述 し た Ｂ の す す ぎ 工 程 と 同 じ 態
様 の も と に 実 施 さ れ る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
Ｅ 　 乾 燥 工 程
こ の 工 程 は 、 エ ア ポ ン プ Ａ Ｐ を 作 動 し て 、 圧 力 エ ア を 電 磁 弁 Ｓ ９ ， マ ニ ホ ー ル ド １ ０ ， １
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１ お よ び 電 磁 弁 Ｓ ２ ， Ｓ ３ ， Ｓ ４ を 経 て 、 各 カ プ ラ ２ ， ３ ， ４ へ 送 給 す る 経 路 と 、 電 磁 弁
Ｓ ５ を 通 り 噴 射 ノ ズ ル ７ か ら 噴 出 す る 経 路 と が 形 成 さ れ 、 内 視 鏡 の 内 部 管 路 内 の 残 留 水 分
お よ び 外 表 面 を 乾 燥 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 は 、 通 常 サ イ ク ル の 各 工 程 毎 に つ い て 説 明 し た も の で あ る が 、 本 発 明 は 上 記 工 程 と
は 別 メ ニ ュ ー で 、 例 え ば 濾 過 手 段 １ ３ の フ ィ ル タ ー 交 換 の 時 と か 未 使 用 状 態 が 長 く 続 い た
時 、 そ の 他 定 期 手 的 も し く は 任 意 の 所 望 時 等 に お い て 、 本 体 装 置 の 給 水 管 路 内 の 消 毒 滅 菌
を 計 ら ん と し た も の で あ る 。 即 ち 、 本 発 明 に お い て 、 給 水 管 路 を 消 毒 す る 場 合 、 先 ず 、 図
２ に 示 す 如 く 給 水 口 （ 水 道 蛇 口 ） １ ２ と 濾 過 手 段 １ ３ と の 間 を 接 続 し て い る ホ ー ス １ ７ の
給 水 口 （ 水 道 蛇 口 ） １ ２ 側 の 接 続 カ プ ラ １ ８ を 外 し て 、 破 線 示 如 く 本 体 側 に 設 け た 接 続 口
１ ９ と 接 続 す る 。 こ の 状 態 を 図 １ で 説 明 す る と 、 管 路 ２ ０ の 管 路 端 と 給 水 口 １ ２ の 下 流 と
の 間 が 破 線 に て 示 す ホ ー ス １ ７ に よ り 接 続 さ れ た こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 而 し て 、 こ の 状 態 か ら 消 毒 液 を 消 毒 液 タ ン ク １ ６ か ら ポ ン プ Ｐ １ に よ り 前 述 し た Ｃ の 消
毒 工 程 と 同 じ く 、 上 面 パ ネ ル １ 上 に 所 定 量 貯 溜 さ せ た 後 ポ ン プ Ｐ ２ を 駆 動 し て 、 排 水 口 ８
， モ ー タ バ ル ブ Ｖ １ ， Ｖ ２ ， Ｖ ３ を 通 し て 管 路 ２ ０ へ 送 り 込 む 。 こ う し て 管 路 ２ ０ に 導 か
れ た 消 毒 液 は 、 ホ ー ス １ ７ を 経 て 濾 過 手 段 １ ３ を 通 り 、 前 述 し た す す ぎ 工 程 で 述 べ た 給 水
経 路 に 送 給 さ れ 、 消 毒 液 の 循 管 路 が 形 成 さ れ る 。 斯 く し て 、 所 定 時 間 例 え ば １ ０ 分 ～ ２ ０
分 程 度 消 毒 剤 を 循 環 さ せ る こ と に よ り 濾 過 手 段 １ ３ を 含 む 給 水 系 全 管 路 の 滅 菌 化 が 計 ら れ
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 い で 所 定 時 間 経 過 後 は 、 モ ー タ バ ル ブ Ｖ ２ ， Ｖ ３ を 元 へ 戻 し 、 上 面 パ ネ ル １ 上 の 消 毒
液 を ポ ン プ Ｐ ２ に よ り 排 水 口 ８ ， モ ー タ バ ル ブ Ｖ １ ， Ｖ ２ ， を 経 て 、 タ ン ク １ ６ へ 戻 す 。
こ う し て 上 面 パ ネ ル 上 の 消 毒 液 が 無 く な っ て ポ ン プ Ｐ ２ が 停 止 し た な ら ば 、 ホ ー ス １ ７ の
接 続 先 を 再 び 給 水 口 １ ２ 側 ヘ 接 続 し た 後 、 水 道 水 等 を 導 入 し て 前 述 し た す す ぎ 工 程 を 行 う
。 こ の 結 果 、 給 水 管 路 内 に 残 っ た 消 毒 液 は 、 外 部 排 水 口 １ ５ か ら 水 と 共 に 外 部 へ 排 出 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 説 明 に よ れ ば 、 す す ぎ 用 の 水 の 流 路 に 濾 過 手 段 を 備 え て い る た め
、 供 給 さ れ る 水 自 体 の 減 菌 化 が 計 ら れ つ つ 、 適 時 給 水 管 路 内 に 消 毒 液 を 送 り 込 む こ と が 可
能 な た め 、 雑 菌 に よ る 再 汚 染 の 不 安 は 確 実 に 解 消 さ れ る 。 ま た 、 給 水 管 路 内 へ の 消 毒 液 導
入 は 、 ホ ー ス カ プ ラ で 接 続 先 を 変 更 す る だ け で 済 む た め 、 安 価 で し か も 誰 に で も 容 易 に 実
施 で き る 。 さ ら に 本 発 明 に よ れ ば 、 既 存 の 装 置 に 簡 単 に 後 取 り 付 け す る こ と が 出 来 る 等 多
く の 実 用 的 価 値 を 具 備 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 の 配 管 系 統 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 の 背 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上 面 パ ネ ル
　 ２ ， ３ ， ４ 　 　 　 　 　 送 気 ・ 送 水 ， 吸 引 ， 鉗 子 カ プ ラ
　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 給 水 ノ ズ ル
　 ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 消 毒 液 蛇 口
　 ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 噴 射 ノ ズ ル
　 ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 水 口
　 ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オ ー バ ー フ ロ ー 口
　 １ ０ ， １ １ 　 　 　 　 　 マ ニ ホ ー ル ド
　 １ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 給 水 口
　 １ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 濾 過 手 段

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-287581 A 2005.10.20



　 １ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 排 水 口
　 １ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 消 毒 液 タ ン ク
　 １ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 ホ ー ス
　 １ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 接 続 カ プ ラ
　 １ ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 接 続 口
　 ２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 管 路
　 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ 　 　 ポ ン プ
　 Ｓ １ ～ Ｓ ９ 　 　 　 　 　 電 磁 弁
　 Ｖ １ ， Ｖ ２ ， Ｖ ３ 　 　 モ ー タ バ ル ブ

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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